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ヒートポンプ給湯機の社会的役割の変化

1000万台
突破！
(2025年)

さらなる普及拡大へ

ヒートポンプ給湯機の従来価値

再生可能エネルギー
を最大限活用する

「給湯需要の脱炭素化・デジタル化」を実現

給湯電化
機器単位
高効率給湯

ヒートポンプによる
再エネ熱利用

カーボンフリー電力
の活用

デジタル化による面的活用

（DRready機能）
DRready
ヒートポンプ給湯機

さらなる普及



PV出力制御による逸失利益（余剰PV電力）の発生

太陽光発電設備等の再エネ電源の大幅な増加

⇒ 電力需要が少ない春秋等の端境期を中心に再エネ電源の出力制御が行われている

（出典）資源エネルギー庁 第1回総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会資料 「再生可能エネルギーの出力制御に関する 短期見通し等について」より作成
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２０２４年 出力制御実績

出力制御
逸失利益最大５億kWh／月
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太陽光発電（PV）
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余剰PV電力を使用する「ディマンド・リスポンス（DR）」としてのエコキュート活用

時間

負荷/PV
電力

余剰

前日運転計画

沸き上げシフト

時間

時間

HP運転
電力量

残湯量

沸き上げシフトしても給湯需要を
確保することが可能

エコキュートでお湯を沸かす時間を
シフトしても利便性を確保できる

再エネ電源で発電した電力を
有効活用できる

余剰PV電力を使用する
「ディマンド・リスポンス（DR）」
としてエコキュートの活用が重要

利便性は確保

PV逸失利益
の削減

ディマンド・
リスポンス
（DR）

使
用

電力量 電力量
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DRreadyヒートポンプ給湯機群による面的対応の重要性

電力ネットワーク

太陽光発電（PV）

出力抑制

逸失利益

分散型エネルギーリソース
（DRready機器）

スマートメータ

上げDR

下げDR

余剰時

不足時

出典：第76回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会 資料5より作成

面的分配

DRreadyヒートポンプ給湯機群

逸失利益となる余剰PV電力の分配

面的活用

逸失利益となる余剰PV電力の受け皿に

5



デジタル化（DRready機能とDER集約）によるヒートポンプ給湯機の面的活用

ゲートウェイ

サービサ
サーバ

Internet
・

スマートメータ網
等

出力抑制
逸失利益

エネルギー市場

通信制御機能
沸き上げ計画の
50%以上を
DR可能とする

外部接続機能セキュリティ機能

一般送配電事業者

DRready機能

DER集約発電状況
系統状況

デジタル化による面的活用
調整力市場

出力制御信号

入札
・
約定

入札・約定

価格追従運転の
ためのDER集約

使
用

小売・アグリゲータDR供出量

対価

DRready
ヒートポンプ
給湯機

調整力供出の
ためのDER集約

抑制

低圧需要家

太陽光発電（PV） 電力ネットワーク

沸き上げシフトによる

*DER：分散型エネルギーリソース（Distributed Energy Resources）
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DRreadyヒートポンプ給湯機による余剰PV電力使用のDRポテンシャル試算

項 目 単年度フロー ６年間の累積

台数 70万台 420万台

余剰PV電力使用
DRポテンシャル
（kW）

91万kW
=70万台×1.3kW 546万kW

余剰PV電力使用
DRポテンシャル

(kWh/年)

33,215万kWh/年
（=91万kW×稼働時間2時間/日×

日照日183日/年)

199,290万
kWh/年

CO2削減量
（万ｔ-CO2/年）

15万t-co2/年
 (=33,215万kWh×
     0.437kg-co2/kWh)

87万t-co2/年

出典：電気新聞「広がるヒートポンプの未来価値」

2030年PV導入目標

の約5％相当

機器稼働時間の50%を余剰PV電力使用のためにDRでシフトした場合
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日本のヒートポンプ給湯機の産業競争力をさらに強化する

⚫ ヒートポンプ給湯機（エコキュート）のメーカーでは、国内外で増産に向けた投資をする動きが見られる。

⚫ 給湯や暖房に活用されるヒートポンプ技術は、大きな省エネ効果を持ち、世界的に市場が拡大していく見込み。
欧州を中心に、世界でも日本メーカーが競争力を有している。

出典：内閣官房GX実現に向けた専門家ワーキンググループ第2回資料及びIEA Energy Technology Perspective 2023を元に作成

ヒートポンプ給湯機の製造能力に
おいて日本企業は世界トップ

DRreadyヒートポンプ給湯機により
産業競争力を強化し、さらなる世界普及
を目指す
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第７次エネルギー基本計画 【系統・需給運用の高度化】

「蓄電池やヒートポンプ給湯機、コージェネレーション等の分散型エネルギーリソース
（ＤＥＲ）の普及等に伴い、これらを活用したＤＲも進展している。今後、製造
事業者等に対して目標年度までにＤＲｒｅａｄｙ機能を具備した製品の導入を
求める仕組みの導入、スマートメーターのＩоＴルートを利用したＤＲ実証、蓄電・
蓄熱等を活用した電力貯蔵システムやコージェネレーション、負荷設備、蓄熱槽等
のＤＥＲを活用したアグリゲーションビジネスの促進等を行い、ＤＲの更なる普及を
図ることが必要である。」

【蓄電池・ディマンドリスポンス（ＤＲ）の活用促進】（抜粋）

・通信制御機能
・外部接続機能

・セキュリティ機能

DRready機能
（機器のデジタル化）

DR

対価
スマートメーターIoTルート等を利用
（電力取引のデジタル化）（資源エネルギー庁 省エネ小委 DRready勉強会で策定）

小売・アグリゲータ

出典：第7次エネルギー基本計画 9



需要家サイドからの「S+３E」の実現へ

「ヒートポンプ給湯機」を有効活用した、需要家視点の「S＋３E」

サイバーセキュリティ

需要家や地域における地産地消による効率的エネルギー利用や、
レジリエンス強化等により、安定供給（電圧・周波数）に貢献

ネットワーク事業者の過剰な設備投資の回避や、小売事業者等
の収益構造改善等により経済効率性に貢献

カーボンニュートラルに資するフレキシビリティの提供により、変動
再エネの普及につながり、環境適合に貢献

出典：第76回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会 資料5より作成 10


	スライド 1
	スライド 2: ヒートポンプ給湯機の社会的役割の変化
	スライド 3: PV出力制御による逸失利益（余剰PV電力）の発生
	スライド 4: 余剰PV電力を使用する「ディマンド・リスポンス（DR）」としてのエコキュート活用
	スライド 5: DRreadyヒートポンプ給湯機群による面的対応の重要性
	スライド 6: デジタル化（DRready機能とDER集約）によるヒートポンプ給湯機の面的活用
	スライド 7: DRreadyヒートポンプ給湯機による余剰PV電力使用のDRポテンシャル試算
	スライド 8: 日本のヒートポンプ給湯機の産業競争力をさらに強化する
	スライド 9: 第７次エネルギー基本計画　【系統・需給運用の高度化】　
	スライド 10: 需要家サイドからの「S+３E」の実現へ

